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２ 研究の実際 

（4） 授業実践について【平成27年度個別実践研究】 

授業を実践する前にチェックシートの結果を基にしながら、授業者が意識している「ユニバーサ

ルデザイン」の４つの視点の支援の傾向と学級に在籍する児童生徒の実態を把握しました。そして、

チェックシートの結果より、これまでの授業であまり意識していなかった視点の支援や、実践する

授業で意識したい支援、つまずきが予想される児童生徒に対して必要な支援を考え、それらの支援

を取り入れた授業を実践しました。 

平成27年度個別実践研究では、単元や学期ごとなど定期的にチェックシートを使用しながら、「ユ

ニバーサルデザイン」の４つの視点に応じた支援を取り入れた授業づくりに継続的に取り組みまし

た。授業改善の方法としては、ＰＤＣＡサイクルの考えを基にしました。 

 

１ １学期の授業の実際〔単元「４の２の友達のことをインタビューして新聞記事に…」〕 

(1) これまでの授業づくりにおける支援の傾向と□□の実態  

これまでの授業づくりの傾向をチェックシートの結果から見

ると、「組立ての工夫」の…。 

 

 

該当学級の□□は、授業中は活発に意見を述べることが多い。

その反面、… 

そこで、… 

【環境の工夫】 

・学習を進めやすくするために、これまでの学習で用いた語彙をまとめた… 

 

(2) １学期の授業の概要(◯月実施) 

  ア 本時の目標 

   ○読み手が興味を引くような工夫をしながら、友達のことを紹介する文章を練ることができ 

   イ 本時の展開(環 環境の工夫 組 組立ての工夫 説 説明の工夫 ◎ 個人差への配慮) 

(3) 児童アンケートや授業者アンケートを基にした１学期の授業評価  

「ユニバーサルデザイン」の４つの視点に応じた支援を取り入れた授業づくりについて、児童

アンケートの振返りの記述には、… 

 

 

 

（4） 次回の授業に向けた支援の検討 

   今回の授業の成果と課題をまとめた上で、… 

 

学習活動 「ユニバーサルデザイン」の視点に応じた支援 

〔授業前〕 環話合いの状況に応じた発言をすることができるように、発表の際の話
型を掲示しておく。 

 
 

チェックシートの結果より、授業者がこれまで
の授業づくりにおける支援の傾向を整理しまし
た。また、学級の様子やつまずきが予想される
児童生徒の実態を示しました。それらを踏まえ
て、取り入れたい主な支援を明記しました。Ｐ
ＤＣＡサイクルのＰに当たる部分です。 
 

「ユニバーサルデザイン」の４つの視点に応じ
た支援を取り入れた授業の実際を記載しまし
た。ＰＤＣＡサイクルのＤに当たる部分です。 

授業実践について 

授業実践の見方 

チェックシートの結果を
レーダーチャートで示し
ました。これを基に、特に
ポイントが低い視点につ
いての支援を考えました。 

学習活動や「ユニバーサルデザイン」の視点に応じた支援を簡潔に記載しています。 

授業を終えての評価を記載しています。児童ア
ンケートや授業者アンケートを基に、「ユニバ
ーサルデザイン」の４つの視点に応じた支援を
取り入れた授業の主な成果と課題をまとめま
した。ＰＤＣＡサイクルのＣに当たる部分で
す。 

授業評価を受けて、次回の授業に向けた支援に
ついて簡潔にまとめました。ＰＤＣＡサイクル
のＡに当たる部分です（授業評価及び授業改善
の方向性は、次のページにまとめて記載しまし
た）。 
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授業後の成果と課題及び新たに取り入れたい支援 

 

視点 取り入れた支援 成果(◯)と課題(●)  新たに取り入れたい支援 

環
境
の
工
夫 

・作文を書きやすくする
ために、「言葉の資料」
や「作文マップ」を準
備する。 

・話合いの進行の仕方が
書かれた「話合いの手
引き」を準備する。 

・授業で取り組むことが
伝わるように、ホワイ
トボードに活動内容を
書く。 

 

○ホワイトボードを見比べな
がら次の学習活動を確認し
ていた。 

○「言葉の資料」を用いなが
ら文に合う言葉を探してい
た。 

○話合いを進めるポイントと
して、「国語のことば」が書
かれた掲示物を基に考えて
いた。 

●机上よりホワイトボードが
落ちることが度々あった。 

・板書に学習活動の流れ
を掲示する。 

    

 ２ ２学期の授業の実際〔単元「動物が出てくる物語の『心に響く名文』発表会を…」〕 

(1) ２学期の授業づくりにおける支援の傾向と□□の実態  

実践授業までの授業づくり… 

 

 

 

 

 

【環境の工夫】 

・板書に学習活動の流れを掲示する。 

(2) ２学期の授業の概要(◯月実施) 

  ア 本時の目標 

   ○グループで名文（心に残った一文）の… 

イ 本時の展開(環 環境の工夫 組 組立ての工夫 説 説明の工夫 ◎ 個人差への配慮) 

学習活動 「ユニバーサルデザイン」の視点に応じた支援 取組の様子 

〔授業前〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環単元の見通しをもつことができるように、
単元計画表を室内に掲示する。 

環伝えたい内容に合う言葉を探しやすくする
ために、「言葉の資料」を各自にもたせたり、
拡大 した
もの を掲
示し たり
する。 

 
 
 
 
 
◎自分の考えを表現することが難しい児童の

ために、実態に合わせたグループ編成を行
う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 実践授業までの授業づくりにおける

支援の傾向 

２学期の授業前のチェッ
クシートの結果をレーダ
ーチャートで示しました。 

チェックシートの結果から、授業者がこれまでの授
業づくりにおける支援の傾向を整理しました。ま
た、学級の様子やつまずきが予想される児童生徒の
実態を示しました。１学期の授業後の授業改善の方
向性も踏まえ、取り入れたい主な支援を明記しまし
た。ＰＤＣＡサイクルのＰに当たる部分です。 
 

授業後の成果と課題を基
に、新たに取り入れたい
支援や継続して行う支援
としてまとめます。 

授業後の児童生徒アンケート
や授業者アンケート等から、
取り入れた支援が児童生徒に
とって有効であったかについ
て、成果と課題としてまとめ
ます。 

チェックシートの結果を
受け、授業で取り入れた支
援を、「ユニバーサルデザ
イン」の４つの視点ごとに
記入します。 

授業を行う前に取り入
れた支援を示しまし
た。 

「うれしい・楽しい」とい
う言葉だけでも様々な表
現があるんだね。学習の中
でうまく使っていけたら
いいな。 
 

 

取り入れた支援によっ
て、児童生徒がどのよう
な様子であったのかを
示しました。また、授業
者の気付きや手応えも
示しました。 

２学期の授業後も、授業評価及び授業改善の方向
性を検討し、１枚のシートにまとめました。 

「ユニバーサルデザイン」の４つの視点に応じ
た支援を取り入れた授業の実際を記載しまし
た。ＰＤＣＡサイクルのＤに当たる部分です。 

「言葉の資料」の例 

取り入れた支援や児童生徒の様子
を画像で示しました。 
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(3) 児童アンケートや授業者アンケートを基にした２学期の授業評価  

「ユニバーサルデザイン」の４つの視点に応じた支援を取り入れた授業づくりについて、児童

アンケートの振り返りの記述には、… 

 

 

（4） 次回の授業に向けた支援の検討 

   今回の授業の成果と課題をまとめた上で、課題を基に次回の授業に取り入れたい支援を検討し

た… 

 

３ 本研究の成果と課題 

(1) 成果 

○チェックシートの継続的な使用及び児童、授業者アンケートを基にした授業改善を図ることで、

児童にとって学びやすい授業づくりにつなげることができた。チェックシートの結果から１学

期の授業では、… 

 

 

 ◇具体的な支援と取組の様子 

環境の工夫 
学習に取り組みやすくなるように、学習に関連のある言葉を集めた語彙集を

各自にもたせる 

支援の意図 
単元の中で使うことが多い言葉を語彙集としてまとめておくことで、児童が

自分の考えに合う言葉を選びやすくする。 
 

取組の様子 

学習に関連のある言葉を集めた語彙集である「言葉の

資料」を手掛かりに、伝えたい内容に合う言葉を探す児

童の姿が見られた。 

児童アンケートの感想には、「『言葉の資料』を使って、

友達のいいところを言えたからよかった」という記述が

あり、児童が学習の取り組みやすさを実感していること

がうかがえた。 

   

 

 

 

１学期の授業と同じく、授業を終えての評価を
記載しています。ＰＤＣＡサイクルのＣに当た
る部分です。 

授業評価を受けて、次回の授業に向けた支援に
ついて簡潔にまとめました。ＰＤＣＡサイクル
のＡに当たる部分です。 

チェックシートを継続的に使用し、「ユニバー
サルデザイン」の視点に応じた支援を取り入れ
た授業づくりの取組の成果と課題を示しまし
た。 

チェックシートを継続的に使用しながら、「ユ

ニバーサルデザイン」の４つの視点に応じた

支援を取り入れた授業を、小学校２校、高等

学校１校で実践しました。これらの実践を参

考にして、授業づくりに活用してください。 

 

授業の実際で取り入れた具体的な支援と取組
の様子を、それぞれの視点ごとに示しました。 


